
7 特集　平成27年度市の仕事　歩み続けるまち

　鷲別小学校校舎は、建物の老朽の程度を調べる耐力
度調査により危険建物と判定されたため、建て替えを
進めています。
○鷲別小学校改築の基本的な考え方
▶学校施設としての機能の充実
　使いやすい機能や少人数学習など、時代の変化に対
応した学習活動機能を有する多目的教室などの設置
▶地域の防災機能を備えた施設
　高台まで避難が間に合わない場合に緊急的に避難す
る津波避難ビルとしての機能を備えるための屋上まで
の屋外非常階段や備蓄庫の設置
▶地域コミュニティを高める施設
　学校教育の場としてだけではなく、地域住民の文化
スポーツ活動、世代間交流の場など、地域との活動の
場となるような地域ボランティア室・多目的ホールの
設置
▶再生可能エネルギーの活用（太陽光）
　校舎屋上への太陽光パネルの設置による、再生可能
エネルギーの活用や児童の環境学習での活用

⑱鷲別小学校建て替え事業
▶平成27年度事業費 ３億 8,152 万 9,000 円（平成26年度
　からの繰越明許費 ３億32万 4,000 円を含む）
▶問い合わせ 教育委員会総務グループ（☎88１１００）

　学校施設は、児童や生徒などが一日の大半を過ごす
学習・生活の場であるとともに、災害時に地域住民の
避難場所としての役割も果たすことから、安全安心な
教育施設の整備を進めるため、平成26年度から鷲別中
学校を皮切りに、校舎の耐震化工事に着手しています。
　平成27年度は、地震に対して倒壊などの危険性のあ
る青葉小学校校舎の耐震補強のほか、外壁や屋外避難
階段、屋上防水の改修などを行ってます。

　鷲別児童館は地区の児童厚生施設として昭和53年に開
館し、子どもたちの健全な遊びの場として、子どもの健
康を増進するとともに、豊かな情操を育んできました。
　しかし、近年は、市街地の変遷によって、鷲別地区の
多くの子どもたちから離れた場所にあるため、利用者の
減少が進んでいます。
　そのため、鷲別児童館を鷲別中学校裏に移すとともに、
放課後児童クラブと子育て支援センターを併設し、子育
て関連施設を小学校などの周辺に集中させて総合的な運
営を図ります。これにより、利用する児童が多様な体験
や活動が行える場を提供するとともに、子育て中の親子
の交流の場を提供します。
　平成29年度の移設を目指し、平成27年度は基本設計を
行いました。

⑯青葉小学校耐震化・改修事業
▶平成27年度事業費 ２億 947 万円
▶問い合わせ 教育委員会総務グループ（☎88１１００）

⑰鷲別児童館移転の基本設計
▶平成27年度事業費 354 万 3,000 円
▶問い合わせ 子育てグループ（☎85５６３４）

▲工事中の青葉小学校

▲建て替え中の鷲別小学校。４階建てで、屋上は
海抜約21㍍となる予定

▲建て替え後の鷲別小学校の完成予想図（外観図）
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